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注記)本図は現況による測量である。民有地境界未立会。
　　 北側道路境界は未確定。西側道路境界は確定済。
　　 記載してある高低差数値は､KBM=10m000
     を基準とし計算した数値である。
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座 標 求 積 表

地　番

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn

3597-3

C3 195.094 179.183 -1452.278215

C2 193.202 188.805 910.417710

C4 199.916 189.990 1539.868950

AS11 201.307 182.864 -881.770208

倍　面　積 

面　積 

地　積 ㎡

坪　数 

116.238237

58.1191185

58.11

17.57

座 標 求 積 表

地　番

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn

有効敷地部分

E1 199.925 189.946 1493.165506

SK1 201.072 184.066 60.557714

SK2 200.254 182.240 -1089.430720

C3 195.094 179.183 -1261.985869

E2 193.211 188.761 911.904391

倍　面　積 

面　積 

地　積 ㎡

坪　数 

114.211022

57.1055110

57.10

17.27

地　番

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn

越境部分

C4 199.916 189.990 1277.302770

E1 199.925 189.946 -1273.587930

E2 193.211 188.761 -1269.040203

C2 193.202 188.805 1265.937525

倍　面　積 

面　積 

地　積 ㎡

坪　数 

0.612162

0.3060810

0.30

0.09

地　番

測　点 Xn Yn (Xn+1 - Xn-1)Yn

隅切り部分

SK2 200.254 182.240 -42.826400

SK1 201.072 184.066 193.821498

AS11 201.307 182.864 -149.582752

倍　面　積 

面　積 

地　積 ㎡

坪　数 

1.412346

0.7061730

0.70

0.21

座 標 求 積 表

座 標 求 積 表
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【本図面は参考資料です(境界および面積確定のためには隣地立会が必要となります)】

　（ア）精度の高いものではありません。

　（イ）境界の位置につき隣接地所有者と認識が一致しない可能性があります。

　（ウ）道路後退部分の範囲や面積については建築指導課等の指導により相異する

　　　　可能性があります。

　（エ）境界の確定にあたり越境の状況に変動が生じる場合があります。
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